たで。 じ やが、 痛う は ござらぬ かな。 

内 供 は 首 を 振って、 痛くない と 云う 意味 を 示そうと 

した。 所が 鼻 を 踏まれて いるので 思うよう に 首が 動か 

うわめ あかぎれ 

ない。 そこで、 上 眼 を 使って、 弟子の 僧の 足に 輝 の 

きれてい るの を 眺めながら、 腹 を 立てた ような 声で、 

—— 痛う はないて。 

と 答えた。 実際 鼻 はむ ず 痒い 所 を 踏まれる ので、 痛 

いよりも かえって 気 もちの いいくらいだ つたので ある- 

あわつぶ 

しばらく 踏んで いると、 やがて、 粟粒の ような もの 

が、 鼻へ 出来 はじめた。 云わば 毛 をむ しった 小鳥 を 

まるやき 

そっくり 丸 炙に したよう な 形で ある。 弟子の 僧 はこれ 



あご 

鼻 は —— あの 顋の 下まで 下って いた 鼻 は、 ほとんど 

噓 のように 萎縮して、 今 は 僅に 上唇の 上で 意気地な 

ざん ぜん 

く 残 喘 を 保って いる。 所々 まだらに 赤くな つてい るの 

あと 

は、 恐らく 踏まれた 時の 痕 であろう。 こう なれば、 も 

う 誰も 晒う もの はない にちがいない。 II 鏡の 中に あ 

る 内 供の 顔 は、 鏡の 外に ある 内 供の 顔 を 見て、 満足 そ 

うに 眼 を しばたた いた。 

しかし、 その 日 はま だ 一 日、 鼻が また 長くな リ はし 

ずぎ よう 

ないかと 云う 不安が あった。 そこで 内 供 は 誦経す る 時 

にも、 食事 をす る 時に も、 暇 さえ あれば 手 を 出して、 

ぎょうぎ 

そっと 鼻の 先に さわって 見た。 が、 鼻 は 行儀よ く 唇の 



同じ 哂ぅ にしても、 鼻の 長かった 昔と は、 哂 うのに ど 

よ-つす 

ことなく 容 子が ちがう。 見慣れた 長い 鼻より、 見慣れ 

ない 短い 鼻の 方が 滑稽に 見える と 云えば、 それまでで 

ある。 が、 そこに はま だ 何 か あるら しい。 

—— 前に は あのよう につけつ けと は哂 わなんだ て。 

内 供 は、 誦し かけた 経文 を やめて、 秀げ頭 を 傾けな 

がら、 時々 こう 眩く 事が あった。 愛すべき 内 供 は、 そ 

う 云う 時になる と、 必ず ぼんやり、 傍 にかけ た 普賢 

おも 

の 画像 を 眺めながら、 鼻の 長かった 四 五日 前の 事 を 憶 

い 出して、 「今 は むげにい やしく なりさがれる 人の、 さ 

か えたる 昔 をし の ぶが) とく」 ふさぎ こんで しまう の 



の 尾の 僧俗の 態度に、 この 傍観者の 利己主義 を それと 

なく 感づいた からに ほかなら ない。 

そこで 内 供 は 日毎に 機嫌が 悪くな つた。 一 一言 目に は、 

誰でも 意地悪く 叱りつ ける。 しまいに は 鼻の 療治 をし 

ほうけん どん 

た あの 弟子の 僧で さえ、 「内 供 は 法慳貪 の 罪 を 受けら 

れ るぞ」 と 陰口 をき く ほどに なった。 殊に 内 供 を 怒ら 

せた の は、 例の i、5 戯な中 童子で ある。 ある 日、 けたた 

ましく 犬の 吠える 声が する ので、 内 供が 何気なく 外へ 

出て 見る と、 中 童子 は、 二 尺ば かりの 木の 片を ふりま 

わして、 毛の 長い、 痩せた；^ 犬を逐 いまわし ている。 

それ もた だ、 逐 いまわして いるので はない。 「鼻 を 打 



むず 痒い のに 気がついた。 手 を あてて 見る と 少し 水気 

が 来たよう にむ くんで いる。 どうやら そこ だけ、 熱さ 

え も あるら しい。 

—— 無理に 短う したで、 病が 起った のか も 知れぬ。 

こ-つげ そな うや-つや 

内 供 は、 仏前に 香 花 を 供える ような 恭 しい 手つき 

で、 鼻 を 抑えながら、 こう 眩いた。 

翌朝、 内 供が いつもの ように 早く 眼 を さまして 見る 

と、 寺 内の 銀杏 ゃ橡 がー 晩の 中に 葉 を 落した ので、 庭 

は 黄金 を 敷いた ように 明るい。 塔の 屋根に は 霜が 下り 

ている せいであろう。 まだう すい 朝日に、 九輪が まば 

ゆく 光って いる。 禅 智内供 は、 都 を 上げた 縁に 立って、 



にヽ o 

な レ 

内 供 は 心の中で こう 自分に 囁いた。 長い 鼻 を あけ 

方の 秋風に ぶらつかせながら。 

(大正 五 年 一 月) 
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